
第６２回九州地区民俗芸能大会について 

令和２年 10 月 22 日 文化課 
１ 大会趣旨 

九州・沖縄地区に伝承されている民俗芸能について伝承活動を行っている人々

に発表の機会を提供し、その継承意欲の維持向上を図るとともに、広く一般の

人々に公開し、その鑑賞を通して民俗芸能への理解と認識を深め、無形民俗文

化財の保存と振興を図る。昭和３４年から九州・沖縄各県が持ち回りで担当し、

大分県での開催は、平成２４年以来８年ぶり、８回目である。 
 
２ 開催日時等 

   日  時 令和２年１１月８日（日） １２：４５～１７：０５ 
   会  場 中津文化会館（中津市豊田町１４番地３８）大ホール 
 
３ 運営主体等 

   主  催 九州地区民俗芸能大会実行委員会 
         委 員 長 大分県教育委員会教育長 
         委  員 九州・沖縄各県教育委員会文化財主管課長 

事 務 局 大分県教育庁文化課 
   運  営 株式会社 OBS メディア２１に委託 
   司  会 中津東高校マーケティング部生徒 ４名 
  
４ 出演団体 

九州・沖縄各県代表の民俗芸能保存団体９団体 
   《大分県出演団体》 

県代表     日田祇園囃子保存会（日田市） 
  会場提供市代表 北原人形芝居保存会・三保小学校人形劇クラブ（中津市） 
  オープニング  中津祇園龍王町松前音頭（中津市） 

 
５ 新型コロナウイルス感染予防への対策 

   ○入場制限を実施（会場収容人数の５０％程度）し、全席指定の完全予約制と

する。 

        出演団体       ２００席 

        一般入場者      ２００席 計４００席 

        （中津文化会館大ホール ８９８席） 

   ○コロナウイルス感染症対策ガイドラインを定め、関係者で共有 

   ○出演団体の入れ替わり時間を従来よりも長くとり、団体間の接触を避ける。 

   ○大会関係者は、２週間前から検温を行ない、健康記録を作成する。 

   ○来場者に、来場にあたっての留意事項を配布し、会場に掲示する。 

   ○受付で検温、手指消毒を実施 

   ○舞台前の座席を空ける、また座席は一つずつ空けて使用する。 

   ○入場者の退場は座席エリア毎とし、出入口が密にならないよう時間差での退

場とする。 

   ○県立病院の看護師を配置する。 
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